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ORTOVOX  S1+ 
  
早くて簡単、正確なピンポイント捜索、これがOrtovox S1+の特徴です。雪崩発生時、事実上、生存の

可能性はアバランチェトランシーバー、ショベル、プローブを携帯した仲間による素早い捜索と救出によ

ります。ほとんどの場合、救助隊を呼びに行っていては手遅れです。雪崩の警報と安全なルート選び

に注意すること。常にS1+トランシーバーを携帯し、ショベルやプローブ等Ortovox Safety装備を必ず携

行すること。S１+に付属された取扱説明書をよく読み、使い方を十分に理解し、雪崩時の捜索手順を定

期的に練習して下さい。 
 
Ortovox製品情報や、安全関連情報はOrtovox Webサイトにあります。（www.ortovox.com） 

Ortovoxと共に安全で素晴らしいツアーをお楽しみ下さい。 

 

 

3アンテナテクノロジー （X、Y、Zアンテナ） 

 
捜索中は３アンテナ全てが使用されます。XとYアンテナが距離と 

方向の指示に使用され、Zアンテナは単にファインサーチに 

使用されます。 

      

ORTOVOXのS1+、３+、Zoom+は、マーケットで唯一、 

スマートアンテナテクノロジーを使用してアンテナの位置を分析でき、 

XとYアンテナ両方で送信するビーコンです。 

 

遭難者の送信レンジを２倍にまで増やし、発見するのがかなり 

早くなりました。 
 

スマートアンテナがないと、送信アンテナ（Xアンテナ）が垂直に 

シグナルを放つだけで、サーチエリアで最小のレンジになり、 

視界が乏しくなります。よって、スマートアンテナがない送信者の 

位置決定が難しくなります。 
 

＜スマートアンテナ付＞ 
視界がとてもよく、特許付きのスマートアンテナテクノロジーは、 

視界が悪かった問題をクリアにしました。位置センサーが、雪崩時 

にビーコンの位置を分析し、自動的にYアンテナへ切り替わります。 

その結果、アンテナが水平線上に再び送信し、ほぼ最大レンジまで 

レンジを拡大します。こうして、短い時間で遭難者を発見できます。 

 

 

 

 

 

RECCO（電波受信特殊反射板）内蔵： プロフェッショナルレスキュー隊が、素早く遭難者を発見でき
ます。世界中７００カ所以上のスキーエリアやレスキュー隊によりこの技術が使われています。 
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S1+の決定的な利点 

・アンテナ３本付き、センサーコントロールの雪崩スキャナー 

・大画面に遭難者の位置を表示 

・正確なシグナル分離、マーキング機能（５シグナルまで） 

・複数人が埋まった時の特別なサーチモード（４+） 

・スマートアンテナ：ベストな送信アンテナに自動的に変わる 

・広範囲：５５ｍまで 

・円形のイラストが付き、直観で能率のよい位置確認 

・サーチストリップ幅：５０ｍ 

・パートナーチェック（頻繁にチェックする） 

・傾斜計 

・自動送信スイッチオーバー（次の雪崩時） 

・たった2本の単4アルカリ電池 

・自分専用にカスタマイズ 

・アップデートオプション 

 

         

 

各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ON/ OFF スイッチ                        7. 方向表示                     

2. OKボタン（マーク付け／マーク解除ボタン）     ）    8. 捜索人の位置 

3. メニューボタン                          9. 距離表示                     

4. 送信モニターライト                       10. スピーカー                       

5. センサー                                 11. 電池Box（裏側） 

6. 遭難者の位置                                               
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テクニカルデータ/Ｏｒｔｏｖｏｘ Ｓ１+ 
 
機 能     デジタル（音による緊急操作付き） 

ケース     人間工学的耐衝撃、耐防水型 
形状寸法  120×80×30mm（閉じた状態） 

215×80×30ｍｍ（開いた状態） 
周波数     457 ｋＨｚ、許容誤差±80Hz 

スタンダードな周波数を発信するアバランチェトランシーバーの電波を全て 

キャッチします。 

欧州規格 EN300 718 の厳しい要求条件を上回っています。 
デジタル受信距離      55ｍ迄受信可能 
捜索幅             50ｍ迄 
使用温度           -20℃～+45℃ 

（*ビーコンが濡れていても、決して暖房機や温風、ヘアードライヤー等で乾

かさないで下さい。破損の原因となります。） 

使用電池      単4アルカリ×2本 （*充電式電池やリチウム電池は使用しないでください。） 
送信      約 250 時間 
受信      約15時間 
重量 約235ｇ（電池含む）、収納ケース約95ｇ 
 
ユーザー情報 
本機は FCC規則第 15条に適合する機器です。その使用は以下の 2つの条件を前提に許可されてい

ます。 

（1） 有害な電波障害を引き起こさないこと。 

（2） 誤作動を引き起こす恐れのある電波妨害下でも所要の機能を発揮すること。 

無線機器の使用説明書には違法な変更または改造を行うと当該機器を使用する権利が失効する旨の

警告を記載することが義務づけられています。本機はＦＣＣ規則第 15 条に対応する無線機器の使用制

限規定に適合することが試験で確認されています。これらの規定は住宅設備における有害な電波妨害

に対する保護を規定したものです。本機は無線周波エネルギーを発生し、それを使用し、かつ放射する

能力があるので指示に従って据付、使用しないと無線通信を妨害する恐れがあります。ただし、特定の

施設内で無線妨害を起こさないという保証はありません。本機がラジオやテレビの受信を妨害する場合

は以下のような対策を講じてみて下さい（妨害の有無は本機の電源をオフにし、再度オンにすることで

確認できます）。 
 
 受信アンテナの方向または位置を変えて下さい。 

 本機と受信装置の間隔を離して下さい。 

 受信装置を接続している電源回路とは異なる回路のコンセントに本機を接続して下さい。 

 販売店または経験のあるラジオ/テレビ技術者に相談して下さい。 
 
保証期間の延長 
お持ちのS1+をオルトボックスのウェブサイト（www.ortovox.com/registration）にて登録すると、 

保証期間は、購入した日から２年より５年に延長されます。 

お好みによって、アップデートについてやS1+に関する最新ニュースを 

定期的にお伝えします。 
 
＊手続きが難しい方は、マジックマウンテン発行の保証書に従って下さい。 

その際は必ず保証書、領収書を保管していなければなりません。 
 

http://www.ortovox.com/registration
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キャリーバッグの装着方法 
キャリーバッグは、少なくとも１枚衣服を着た上に装着、また身体の近くに装着して下さい。 

気温が高い時は、ジッパーのあるパンツのポケット 

（縫い付けポケットではなく）に入れて持ち運ぶこともできます。 
 

ペースメーカーを装着されている方は、ご使用の際ペースメーカーの 

製造元説明書や処方医の診断に従って下さい。 

また装着する場合は身体の右側に3＋を付けて下さい。 

 

 

 

電波干渉（送受信の妨害） 
送受信の妨害は、嵐、リフトや電源システム、ラジオ、携帯電話や他の電気器具からの妨害によって起

きます。携帯電話やラジオは、捜索中、電源を切っておいて下さい。２つのトランシーバーと、金属、ラジ

オ、携帯電話や磁気のあるもの等は、少なくとも５０㎝は離しておいて下さい。 

 
 

 

スイッチON   

時計回りにスイッチつまみ（１）を押しながら 90°右に回し、「－」にすると ONになります。 

 

ウェルカムスクリーンが表示され、自動的にセルフテストが 

始まります。 

 

問題が無かったら、フタを閉じます。すると、送信モードに 

なり、送信ライトが点滅します。 

 

 

 

 

セルフテスト  

・送信 

・受信 

・センサー 

・電池残量 

もし、上記のようなメッセージや他のエラーメッセージが表示されたら、 

障害物の無いところで再びトランシーバーを開いてセルフテストを 

実行してみて下さい。 
 
その時、近くに他の送信者が居ないことを確認して下さい。 
 
障害物（携帯電話、ワイヤレス装置等）の電源を切るか離れた所に 

移して下さい。それでもうまく機能しない場合はご購入先または 

マジックマウンテン社に修理を依頼して下さい。 
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送信  

セルフテストが終わったら S1+を閉じて下さい。 
送信モードになると、送信ライト（４）が点滅します。 
 
S1+を閉じている時にスイッチを ONにすると、セルフテストの 
結果は音でわかります。 
 

バッテリー残量によって、音が異なります。 

(バッテリー残量) 50～100％：  大音量 2回 

   50％以下％： 大音量 1回＋小音量 1回 

25％以下：    大音量 1回＋小音量 1回＋長音量 

 

セルフテストにより、完全な状態でない場合、 

警告シグナルが一定間隔に鳴ります。 
 

スイッチOFF 

スイッチつまみを押しながら中央に 90°手前に戻します。 

「｜」にすると OFF になります。 

 

警告 

エラーメッセージ 
セルフテストでは送受信機能、センサー、電池残量テストされます。 

エラーの場合、チェックされた機能アイコンの横に三角の警告マー 

クが画面に表示される。さらに、警告音が鳴ります。 

エラーメッセージはすぐ近くに送信モードの雪崩トランシーバーや、 

携帯電話、ワイヤレス装置、大きな金属部品、強力な磁力の土地等 

により表示されることがあります。 

 

主に重要なエラーメッセージの意味： 

E001:送信者               E004:回転角度センサー 

E002:受信者                               E005:回転角度センサーと送信者 

E003:送信者と受信者      E008:傾斜センサー 

 

※セルフテストを再び行う場合は、一旦メニュー画面からスイッチオフにして数秒経過後に 

スイッチオンにして下さい。その際、近くに他の送信者がいないか、又障害物（携帯電話やワイヤレ

ス装置等）がないか、それらから離れた場所に移動するなどを確かめて下さい。 

 

パートナーチェック 
 

ツアーを始める前には毎回、限られた範囲内でパートナーチェックを 

行って下さい。 

 
パートナーチェック機能は、周波数（457ｋＨｚ）や送信シグナルの幅、 

シグナルを送信する時間をチェックするのに使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


